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まかせて会員  

【活動歴】 

活動を始めて１４年。８組の援助

を経験。いつも愛がいっぱい。柔ら

かなまなざしで、子育て家庭に寄り

添う援助をしてくださっています。 

ひとつひとつの出会いを大切に

国分寺地区で親子支援を中心とし

たボランティア活動でもご活躍中。 

 

川瀬 佳代子さん 

最初の援助の日、お迎えに行くと「あー、かわせさんだー。」とマッチングで会

ったことを覚えていてくれたはるちゃん。「ママに早くただいまって言うために、

すぐに帰ろうね。」と伝えると、２か月の間ずっとそのお約束を守ってお家に帰る

ことができました。援助時間はとても短いものでしたが、少しでも楽しい時間に

なればと、毎回お手紙を渡しました。「好きな色はなに？」「好きな歌はなに？」

と質問を一つ。一生懸命答えてくれた答えの中には、はるちゃんの気持ちや幼稚

園やお家での様子が見えてくる一面もあり、どんどんと成長する過程をたくさん

感じられました。私が感じたことをお母さんにお伝えすると、「そんなことができ

るんだ～！」と驚かれたり喜んだりしておられ、一緒に成長の喜びを分かち合う

ことができ、とても嬉しかったです。それは一対一で関わり合えるファミサポな

らではの良さで、ファミサポをやっていてよかったなぁ～と感じる時間でした。 

子育てに正解はありません。だからこそ、子どもの成長を純粋に喜び、小さな

成長を感じて欲しいと願っています。また、まかせて会員の活動にも正解はない

と思います。その人それぞれの子どもに合わせた関わり方があっていいなと感じ

ています。「きょうだいが増えました。」「幼稚園に入りました。」と、地域で出会

えた親御さんから子育ての歩みの報告をいただくのもまた嬉しいものです。私は

今後もファミサポや親子支援の活動をすることで、親以外の立場で子どもの成長

を感じ、伝えられる存在でありたいなと思っています。 

～大変な時期、力強く支えられて～ 

第２子を出産後、２ケ月間、週２回、娘の幼稚園のお迎えをお願いしました。

新型コロナの感染拡大と家庭の事情が重なり、親に来てもらえず大ピンチでした

ので、本当に助かりました。 

娘は環境の変化に不安を感じやすく、物事の切り替えが苦手なので、初めは車

に向かうまでにぐずったらどうしようなどと、不安がいっぱいでした。しかし、

川瀬さんが豊富な保育のご経験を生かして、「お迎えカレンダー」や「お手紙」な

ど娘に寄り添う工夫をしてくださったので、安心してお任せできました。 

「お歌を一緒に歌って笑顔になるの。それでまた歌うの。すごく楽しい。」と話

してくれた娘。娘にとっては、自分だけに向き合ってくれる人がいる貴重な時間

だったのだと思います。 

私自身も明るくてパワフルな川瀬さんにパワーをいただきました。コロナ禍で

人と会う機会が減ったのは気楽な一方、新生児育児の中で気付かぬうちに孤立し

ていたのかもしれません。短時間でしたが、子育ての話をさせてもらうことで心

が楽になっていきました。コロナ禍で人と距離を取ることが日常になりましたが、

やはり人とのつながりは必要だと改めて感じました。ファミサポさんを通じて、

私たちのように良い出会いをされる方が増えたらいいなと思います。 

～子どもの成長を共感できる喜びを感じて～ 

お約束が守れた日には、大きなシールを

ペタッ。達成感を味わえると共に、頑張

ったことが家族やはるちゃんに見えるこ

とで、はるちゃんの自信にもつながりま

した。 

川瀬さんお手製のお迎えカレンダー 

援助時、4 歳８か月の陽花ちゃん 

復職後もお願いすることがあるかも。 

とても心強いです。 
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おねがい会員  

井上 友紀さん 
     陽花（はるか）ちゃん 

颯 （そう）ちゃん 

 

つながる安心 

ありがとうの声 


